
公　募　申　請　書　・　提　案　書

平成１１年９月

東北地方建設局
公募申請書・提案書の作成要領

平成１１年９月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東北地方建設局

Ⅰ  申請書の記入要領
 申請書の記入は、別添資料１の様式を使用して記述して下さい。記入は、以下に示す各項目の記入要領を参照して行って下さい。
　１．受付番号

　　　無記入

　２．申請者
申請者の企業名、代表者名を記入し、代表者の押印をして下さい。
個人で申請する場合は個人名を記入し、押印して下さい。
複数の企業が共同して提案（企業コンソーシアム）する場合は、その代表となる企業が申請し、当該代表者名を記入し、押印して下さい。
  ３．申請技術開発テーマ

 　　 申請する技術開発テーマを記入して下さい。

　４．技術開発の概要

  ３０字以内で、的確かつ具体的に表現した簡潔でわかりやすく記述して下さい。
  ５．連絡担当窓口
  連絡担当窓口の企業、氏名、所属（部署名、学部名など）、役職、所在地（都道府県名も明記）、電話番号（代表、直通を明記）、FＡＸ番号、E-mailアドレスを記入して下さい。なお、個人で申請する場合、氏名、所在地（都道府県名も明記）、電話番号、FＡＸ番号、E-ｍailアドレスを記入して下さい。
Ⅱ  会社（機関）概要表の記入要領

    会社（機関）概要表の記述に当たっては別添資料２の様式を使用し記入して下さい。
Ⅲ．東北地方道路雪対策技術公募提案書の作成要領

　道路管理の雪対策技術公募提案書の作成は、下記の事項に基づいて作成して下さい。なお、複数の技術開発分野に応募する場合は開発分野毎に提案書を作成し、提出して下さい。

１．技術分野

　　　受付日　　　　　：　無記入

　　　受付番号　　　　：　無記入

　　　対象技術開発部分：　提案する技術開発の該当する項目を残して削除して下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数の選択不可）

　　　対照技術開発分野：　提案する技術開発の該当する項目を残して削除して下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数の選択不可）　

　　　　キーワード　　：　提案する技術開発の該当する項目を残して削除して下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数の選択可能）

　　　　　　　　　　　　　また、自由記入欄には提案技術を端的に表現するキーワード

　　　　　　　　　　　　　を１語以上３語以内で必ず記入して下さい。

２．技術開発提案の代表者

　　単独で技術開発を提案する場合には機関（企業）の代表者、共同開発により技術開発

　を提案する場合には、総括する代表者に関する事項を記入して下さい。　

　　・代表者氏名、同ふりがな、所属機関（企業名）、部署名、役職名、所属機関の住所、

　　　郵便番号、電話番号、FAX番号

　　・問い合せ先には、会社（機関）名、担当部署、担当者名、TEL、FAX、住所を記入してくださ

　　　い。技術部門、営業部門別で記入を行う場合は欄を縦に広げて部門別に記入してく

　　　ださい。

３．提案技術開発の開発体制

　　　提案する技術開発に対する開発体制について記入して下さい。

　○開発体制　　：該当する項目を残して削除して下さい。共同開発を選択した場合には

　　　　　　　　　企業同士の共同開発は、（企・企）

　　　　　　　　　企業と官の共同開発は、（企・官）

　　　　　　　　　企業と学術機関の共同開発は、（企・学）

　　　　　　　　　のいずれか１つを選択して下さい。

　○総括代表機関：単独で開発を行う場合には自機関名（企業名）、テーマ名を記入してく

　　　　　　　　　ださい。共同開発で開発を行う場合には総括する代表機関名（企業名）、

　　　　　　　　　分担するテーマ名を記入して下さい。

　○連携機関    ：共同開発に参加する機関名（企業名）、分担するテーマ名を記入してく 

    　            ださい。

４．提案する技術開発の内容説明

４－１　既成の開発技術

　　　提案する技術について既成の開発技術を用いる場合に記入して下さい。技術が複数

　　ある場合には、「４－１－１　名称」、「４－１－２　名称」　・　・　とし、各項毎に

　　欄をコピーして作成して下さい。　

　　　

　　　○技術名　：既成の技術の工法名、製品名または手法名等について、フルネームで　

　　　　　　　　　記入して下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　○副  題　：名称において固有の工法名、製品名または手法等を記入した場合、そ

　　　　　　　　　の技術の用途を明確にした副題を記入して下さい。

　　　　　　　　　（例）　　　名称　：　ABC手法

　　　　　　　　　　　　　　　副題　：　○○手法を用いた短期路面凍結予測手法

　　　○開発目的：技術を開発した目的を簡潔に記入して下さい。

　　　○概要　　：技術の概要は、用途、導入効果がわかるよう、簡潔に記入してくださ

　　　　　　　　　い。表、グラフ、写真等を使用する場合はA４版にまとめ、別添資料と

　　　　　　　　　して下さい。

　　　○特徴　　：開発目的に対してどのような効果が得られるのか技術の特徴を簡潔に

　　　　　　　　　記入して下さい。

　　　○手法・工法・施工法：

　　　　　　　　　手法・工法・施工法について、ポンチ絵等を使ってビジュアルに表現

　　　　　　　　　して下さい。

　　　○手法・工法の費用：

　　　　　　　　　技術の単価、価格、損料等のいずれかがわかるように記入してくださ

　　　　　　　　　い。条件等により価格が変動する場合は、一般的な条件で、標準的な

　　　　　　　　　規模で施工あるいは使用した場合の条件および単価を記入してくださ

　　　　　　　　　い。

　　　○適用条件：技術の施工あるいは使用にあたっての適用条件（現場条件等）等を記

　　　　　　　　　入して下さい。

○使用上の留意点：

　　　　　技術の施工上あるいは使用上の留意事項を記入して下さい。　

　　　○残された課題と今後のテーマ：

　　　　　その技術において、現在残されている課題および今後の開発計画（改良計画等）

　　　　を記入して下さい。

　　　○実験等実施状況：　

　　　　　技術の成立性、適用性を確認するために、どのような試験を実施し、どのよう

　　　　な結果が得られたかを記入して下さい。

　　　　　・路面凍結予測手法、路面状態判別センサーについては、精度、算出条件、観

　　　　　　測方法、観測機関を記述して下さい。

          ・路面凍結抑制剤については、成分表、評価実験結果（腐食試験、環境に対す

　　　　　　る試験（土壌、動植物等）、その他評価試験）及び実験方法を記述して下さい。

　　　　　　また、即効性、持続性については、公募要領に示す試験を実施し、その結果

　　　　　　を記入した試験結果記入シートを添付資料として提出して下さい。

　　　　　・自然エネルギー、未利用エネルギーを用いた道路消融雪施設については融雪

　　　　　　効果、コスト評価について記述して下さい。

　　　○添付資料：

　　　　　技術について、技術の成立性、適用性を確認するための実験試料、施工、資料、

　　　　積算資料等があれば、その資料等を示す名称（学会論文、技術資料、パンフレッ

　　　　ト）を記入して下さい。なお、本様式を提出する際には記載された資料名に対

　　　　応する資料を別途資料として添付して下さい。

　　　○その他：技術に関してその他記載する事項について記入して下さい。

　　　○特許、実用新案：

           技術の特許等の状況について、該当する項目を残して削除して下さい。特許

         等を有する場合は登録番号も併せて記入して下さい。複数ある場合は、代表的な

         ものを1つ記入して下さい。
　　　○建設技術評価、民間開発建設技術の審査証明：

        　建設省が実施している建設技術評価制度、民間開発技術審査・証明事業におい

        て 評価・証明された技術について、該当する箇所について記入して下さい。
       登録番号及び評価・証明日を西暦で記入して下さい。   例）5666、1996.3.31

       民間開発建設技術の証明がある場合は、証明機関を記入して下さい。
　　　○その他の制度等による証明：

          制度等の名称を記入して下さい。
      登録番号及び証明年月日を西暦で記入して下さい。   例）1996.3.31  

      証明機関及び証明範囲を記入して下さい。
      複数ある場合は、代表的なものを２つとして下さい。
４－２　技術開発の説明

　　　　提案する技術開発について、該当する項目について記入して下さい。

　　○開発課題・開発技術の要点：

　　　　対象とする技術の開発課題、開発目標に対する考え方を箇条書きに、簡潔に記入

　　　して下さい。　

　　○提案技術開発の概要：

　　　　対象とする技術開発への取り組みに対する考え方を箇条書きに、簡潔に記入して

　　　下さい。　

　　○技術開発の目的：

　　　　対象とする技術開発に対し、主としてどの部分の技術の開発を目的とするのかを

　　　記入して下さい。

　　　　 ・路面凍結予測手法においては、開発したい分野、自然エネルギー、未利用エネルギーを用いた消融雪施設においては、融雪部、熱源部、制御部の開発したい分野を記述して下さい。

　　○基礎性・独創性・革新性：

　　　　技術開発を行う技術の基礎性、また開発の独創性・革新性等について記入してく

　　　ださい。

　　○地域性での実現性：

　　　　開発する技術が、地域性に対し、開発目標を達成するための適用性について記入

　　　して下さい。

　　○経済性での実現性：

　　　　開発する技術の低コスト化について既存技術との比較内容、経済性向上に関する

　　　今後の開発に向けての考え方ついて記入して下さい。

　　○精度・的中率での実現性：

　　　　開発する技術の精度、的中率について既存の技術との比較内容、精度向上に関す

　　　る今後の開発に向けての考え方を記入して下さい。

　　○環境面での実現性：

　　　　開発する技術が環境に与える影響、構造物等に与える影響等について、既存の技術との比較内容、環境への影響に関する今後の開発に向けての考え方を記入して下さい。

　　○適用条件：

　　　　開発する技術の適用条件、自然条件、または開発にあたっての拘束条件等がある場合、記入して下さい。

○該当する業務の実績

開発する技術に関する業務の実績を記述して下さい。

　　○その他

自然エネルギーを利用した消融雪施設について、図面等必要なものがある場合は、Ａ４版に折り込み参考資料として添付して下さい。

Ⅴ  申請受理票の記入要領
　申請受理票は、申請書を受理したことを証明する書類であり、別添資料４の様式を使用して、申請者名及び技術開発テーマを記入して下さい。本票は東北地方建設局にて受付番号を記入後、返信用封筒に入れて申請者に返送します。

東北地方道路雪対策技術公募申請書類
　　　　　　○申請書…………………………………………〔別添資料１〕

　　　　　　○会社（機関）概要表…………………………〔別添資料２〕
　　　　　　○提案書…………………………………………〔別添資料３〕
　　　　　　○申請受理票……………………………………〔別添資料４〕
【別添資料１】
　東北地方建設局　東北技術事務所  御中
受付番号


申請企業（機関）名                                          
申請代表者名                                      印
東北地方道路雪対策技術公募申請書

申請技術開発テーマ：

技術開発の概要：

（３０文字以内）


連
絡
担
当
窓
口
企業（機関）：



氏名：



所属：（部署名、学部名など）



役職：



所在地：〒
（都道府県名も明記）



ＴＥＬ：



ＦＡＸ：



E-mail：





   【別添資料２】

会 社（機関） 概 要 表
会社（機関）名
（代表者氏名）


所在地（都市名）


関 係 会 社


設  立  年  月





資    本    金





社    員    数
             人
技術者数
  計           人

主要加盟団体





会社（機関）の主要業務経歴：  











  主  要  株  主
株　　　主　　　名
資　本　金

（百万円）
従業員数

（人）
持株割合

（％）











































   【別添資料３】

公募資料
（１／４）

東北地方道路雪対策技術公募提案書

1． 技術分野

受付日
1999/
/

受付番号


対象技術開発区分
1. 手法
2.センサー
3.凍結抑制剤
4.自然エネルギー施設

5.未利用エネルギー施設

対象技術開発分野
1.路面凍結予測手法
2.路面状態判別センサー

3.路面凍結抑制剤

4.自然エネルギーを利用した消融雪施設(熱源、融雪部、制御部)

5.未利用エネルギーを利用した道路消融雪施設(熱源)

キーワード
1.路面凍結
2.予測手法
3.観測機器
4.凍結抑制剤
5.消融雪

6.環境
7.自然エネルギー
8.未利用エネルギー

自由記入：

2． 技術開発提案の代表者

代表者氏名


同ふりがな


所属機関名


部署名


役職名


住所


郵便番号


電話番号


FAX番号


問い合わせ先
会社（機関）名：
担当部署:

担当者名：
TEL：
FAX：

住所：

3． 既成技術の開発体制

開発体制
1.単独
2.共同(企・企)
3.共同(企・企)
4.共同(企・学)

総括代表機関名


分担テーマ名


連携機関名(1)


分担テーマ名


連携機関名(2)


分担テーマ名


連携機関名(3)


分担テーマ名


連携機関名(4)


分担テーマ名


公募資料
（２／４）
4． 提案する技術開発の内容説明

４－１
既成の開発技術

技術名


副
題


開発目的


概
要

(写真、図面等は添付A４)


特
徴


手法・工法・施工法


手法・工法の費用


適用条件


使用上の留意点


残された課題と今後のテーマ


公募資料
（３／４）

実験等実施状況


添付資料(A4)


その他


特
許
1.有り(番号：
)
2.出願中
3.出願予定
4.無し

実用新案
1.有り(番号：
)
2.出願中
3.出願予定
4.無し

建設技術評価
1.有り(番号：
証明年月日
)
2.無し

民間開発建設技術の審査証明
番号：
証明年月日

証明機関：

その他の制度等による証明
制度等の名称：

証明機関：
証明年月日

証明範囲：

その他の制度等による証明
制度等の名称：

証明機関：
証明年月日

証明範囲：

４－２
開発技術の説明

開発課題・開発技術の要点


提案技術開発の概要


技術開発の目的


公募資料
（４／４）
基礎性・独創性、革新性


地域性での実現性


経済性での実現性


精度・的中率での実現性


環境面での実現性


適用条件


該当する技術の実績


【別添資料４】
申 請 受 理 票
                                殿
  技術開発テーマ名：                                                                       

                                      建設省　東北地方建設局　東北技術事務所

TEL： 022-365-8211

                FAX： 022-365-5938

　　東北地方道路雪対策技術公募に係るご提出の応募書類を、確かに受領致しま

　した。
　本件に係るご連絡等の場合には、この受付番号を必ず使用されますよう、
　　お願い申し上げます。
                                                            以上






























受付番号
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5

